
　
五
政
令
指
定
都
市
（
横
浜
、
名
古

屋
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
）に
よ
る「
五

大
市
政
策
研
究
会
」
が
横
浜
市
内
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
国
で
公
明
党
が
リ
ー
ド
し

て
法
制
化
さ
れ
た
「
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
の
取
り
組
み
」、
ま
た
「
大
都
市

制
度
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
研
究

テ
ー
マ
と
し
、
各
都
市
の
実
例
報
告
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
究
会
を
経
て
、放
課
後
児

童
対
策
に
お
け
る
低
所
得
世
帯
、
多
子

世
帯
等
へ
の
利
用
減
免
制
度
の
創
設

な
ど
を
国
へ
要
望
す
る
予
定
で
す
。

●時間／8：00～21：00（土・日・祝日を含む毎日） ●Eメール／callcenter@city.yokohama.jp

Tel.045-664-2525 Fax.045-664-2828

P...1 2015.秋 2015.秋　VOICE  YOKOHAMA P...4VOICE YOKOHAMA

横浜市会ニュース  横浜市会ニュース  

公明党横浜市会議員団 〒231-0017横浜市中区港町1-1  TEL 671-3023 FAX 681-2060 http : //www.yhkomei.com/  E-mail :shikai@yhkomei.com

第74号

民衆の
声

ボイ
ス

　
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
は
市
民
を
守
る

防
災
減
災
対
策
の
推
進
に
全
力
を
注
い
で
参

り
ま
し
た
。い
ざ
と
い
う
時
に
も
利
用
で
き

る
道
路
の
整
備
、
路
面
下
空
洞
調
査
、
防
災
拠

点
や
防
災
備
蓄
庫
の
整
備
、
市
立
小
学
校
の

子
ど
も
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
配
備
な
ど
市
民
目

線
で
具
体
的
な
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
議
員
団
と
し
て
横
浜
市
下
水

道
建
設
事
務
所
を
訪
問
し
、
内
水
は
ん
濫
を

含
む
「
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
活
用
状
況

を
確
認
し
、
そ
の
後
、
星
川
雨
水
調
整
池
の
整

備
状
況
を
視
察
。

　
集
中
豪
雨
で
下
水
道
や
水
路
な
ど
が
あ
ふ

れ
る
「
内
水
は
ん
濫
」
に
よ
る
浸
水
区
域
な
ど

を
示
す
「
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
作
成

は
、平
成
22
年
に
公
明
党
市
議
団
が
提
案
し
た

も
の
で
す
。50
㎝
以
上
の
浸
水
が
予
測
さ
れ
る

地
域
に
配
布
さ
れ
、そ
の
他
の
地
域
は
区
役
所

等
で
希
望
者
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
災
害
に
強
い
、
安
全
・
安
心

の
街
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

第
23
回
五
大
市

政
策
研
究
会
の
開
催

第
23
回
五
大
市

政
策
研
究
会
の
開
催

横
浜
の
防
災
減
災

対
策
推
進
！

横
浜
の
防
災
減
災

対
策
推
進
！

公
明
党
市
議
団
が
提
案
し
た
ス
ク
ー
ル
ラ
ン

チ
方
式
と
一
致
す
る
、
仮
称
「
横
浜
型
配
達
弁

当
」の
準
備
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

教
育
長
は「
学
校
へ
届
い
た
弁
当
を
、
昼
食
時

間
ま
で
一
時
的
に
保
管
す
る
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
は
、
今
年
度
中
に

全
校
で
完
了
し
、
ま
た
、
名
称
は
、
生
徒
か
ら
募
集
し
、
年
内
に
は

決
定
予
定
な
ど
、
28
年
度
中
の
全
校
実
施
に
向
け
、
実
施
体
制
、
安

全
性
の
確
保
を
着
実
に
進
め
て
い
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

子
育
て
中
に
親
の
介
護
に
も
直
面
す
る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
と
い
う
課

題
に
対
す
る
対
応
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

林
市
長
は「
今
後
増
加
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、
深
刻
な
課
題
で

あ
る
と
捉
え
、
研
究
会
を
中
心
に
積
極
的
か
つ
包
括
的
な
対
応
策

を
検
討
す
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

平成27年第3回定例会の論戦から平成27年第3回定例会の論戦から平成27年第3回定例会の論戦から
市
立
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
方
式
の
昼
食

平
成
28
年
度
中
の
全
校
実
施
を
着
実
に
推
進！

望
月

康
弘
（
港
北
区
選
出
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
市

民
の
利
便
性
向
上
が
期
待
さ
れ
る
が
、
個
人
情

報
の
保
護
に
配
慮
し
た
安
全
安
心
な
仕
組
み
を

ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
市
長
に
質
問

し
ま
し
た
。

林
市
長
は「
個
人
情
報
を
各
行
政
機
関
が
分
散
し
て
管
理
し
、
連

鎖
的
な
情
報
漏
え
い
を
防
止
す
る
こ
と
や
特
定
個
人
情
報
を
取
り

扱
う
職
員
を
限
定
す
る
こ
と
な
ど
、
し
っ
か
り
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
を
進
め
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

議
案
関
連
質
疑

一
般
質
問

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
包
括
的
な
対
応
策
の
推
進
を
提
案
！

安
西

英
俊
（
港
南
区
選
出
）

講
習
会
は
、
広
報
よ
こ
は
ま
等
で
周
知
し
区
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
も
の
の
ほ
か
に
、

各
区
の
食
品
衛
生
協
会
が
、毎
年
、講
習
会
の
未
受

講
者
に
受
講
案
内
を
郵
送
し
、
講
習
会
を
実
施
し

て
い
る
が
受
講
状
況
が
約
5
割
で
あ
る
現

況
を
踏
ま
え
、
講
習
会
の
受
講
を
促
進
す
る

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。健

康
福
祉
局
長
は
「
今
後
は
、
さ
ら
に
実

務
に
活
か
せ
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
内
容
と
す

る
こ
と
、
受
講
者
の
業
態
に
合
わ
せ
た
時
間

帯
で
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
受
講

し
や
す
い
講
習
会
と
す
る
こ
と
で
、
受
講
促

進
に
取
り
組
む
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

災
害
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め
に
、
行
政
か
ら
の

情
報
発
信
の
拡
充
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

林
市
長
は
、「
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
た
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

は
、
河
川
周
辺
の
広
範
な
地
域
に
、
迅
速
に
情
報
を
伝
え
る
必
要
が

あ
る
洪
水
へ
の
対
策
と
し
て
、
大
変
有
効
で
あ
り
、
河
川
周
辺
に
お

け
る
過
去
の
浸
水
履
歴
や
想
定
さ
れ
る
浸
水
の
深
さ
な
ど
を
も
と

に
、
整
備
す
る
地
域
及
び
優
先
順
位
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を
年

内
に
と
り
ま
と
め
る

予
定
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。安

全
・
安
心
の
取

り
組
み
を
し
っ
か
り

と
進
め
て
参
り
ま
す
。

食
品
衛
生
責
任
者
講
習
会
の
受
講
促
進
に
向
け
て

平
成
26
年
度
決
算
総
合
審
査

防
災
行
政
無
線
の
活
用
に
つ
い
て

斉
藤

伸
一（
保
土
ケ
谷
区
選
出
）

防災行政無線を利用
した屋外スピーカー

整備中の星川雨水調整池（保土ケ谷区）を視察

第 23 回五大市政策研究会の様子

講習会の様子

ハザードマップ
活用法

ハザード
マップ

ハザードマップ
活用法

ハザード
マップ
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様
々
な
要
因
に
よ
り
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
「
ご
み
屋

敷
」が
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
の
相
談
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
悪
臭
や
ね
ず
み
・
害
虫
の
発
生
と
い
っ
た
衛
生
面
だ

け
で
は
な
く
、防
災
・
防
犯
面
か
ら
の
懸
念
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
財
産
権
を
含
め
、
現
行
の
法
令
、
規
則
で
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
り
、

長
年
に
わ
た
っ
て
解
決
が
進
ま
な
い
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
明
党
市
議
団
は
10 
月
21 

日
、
平
成
28
年
度
予
算
編
成
に

対
す
る
要
望
書
を
林
文
子
市

長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
は
、
最
重
点
要
望
56

件
、
重
点
要
望
2
3
7
件
、
各

区
重
点
要
望
77
件
の
計

3
7
0
件
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
項
目
と
し
て
は
、〈
防
災
・

減
災
・
危
機
管
理
〉〈
行
財
政

運
営
〉〈
文
化
・
芸
術
〉〈
子
育

て
・
青
少
年
〉〈
教
育
〉〈
障
が

い
者
福
祉
〉〈
高
齢
者
福
祉
〉

〈
環
境
〉〈
都
市
基
盤
整
備
〉
に

分
類
し
、
市
政
全
般
に
わ
た
り

要
望
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
国
フ
エ
市
の
フ
エ
水
道
公
社
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
国
際
協
力
機
構
（
ジ
ャ
イ
カ
）
と

の
連
携
で
進
め
て
き
た
横
浜
市
水

道
局
の
技
術
協
力
や
ビ
ジ
ネ
ス
協

力
、
人
材
育
成
な
ど
の
実
態
と
効

果
、課
題
に
つ
い
て
、ま
た
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
、
ハ
ノ
イ
市
の
鉄
道
事
業
に

お
け
る
日
本
の
貢
献
の
実
態
や
ソ

フ
ト
分
野
に
お
け
る
本
市
交
通
局

の
貢
献
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。

平成２８年中の条例制定へ、大きく前進！！平成２８年中の条例制定へ、大きく前進！！

平成２８年度「横浜市予算要望書」を
林文子市長に提出
平成２８年度「横浜市予算要望書」を
林文子市長に提出
平成２８年度「横浜市予算要望書」を
林文子市長に提出

水道交通委員会で
ベトナムを視察
水道交通委員会で
ベトナムを視察
水道交通委員会で
ベトナムを視察

平
成
26
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
26
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
26
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

　
　
　

　
　
　『
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
に
お
け
る

人
材
育
成
推
進
』

行
田

朝
仁
（
青
葉
区
選
出
）

　
子
ど
も
達
の
た
め
に
、
新
た
な「
放
課

後
児
童
支
援
員
」制
度
を
活
か
し
た
さ
ら
な
る
運
営
人
材

の
育
成
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
青
少
年
局
長
は
、「
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
な

ど
の
職
員
の「
質
の
向
上
」の
た
め
、
今
後
と
も
、
人
材
の

育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

『
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
の
学
齢
児
支
援
推
進
』

　
小
学
校
入
学
後
に
個
別
的
な
支
援
が
必
要
と
な
っ
た

学
齢
児
童
に
対
し
て
も
、よ
り
丁
寧
な
支
援
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
青
少
年
局
長
は
、「
お
子
様
と
ご
家
族
に
寄
り

添
い
、
障
が
い
特
性
を
踏
ま
え
た
き
め
細
や
か
な
支
援

を
し
て
い
く
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
『
駅
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備
を
』

　
尾
崎
　
太
（
鶴
見
区
選
出
）

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
も
含
め
、

誰
も
が
安

心
し
て
駅
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム

ド
ア
の
整
備
を
促
進
す
べ

き
と
訴
え
ま
し
た
。

　
都
市
整
備
局
長
は
「
予
算

を
確
保
し
、
横
浜
市
内
鉄
道

駅
へ
の
設
置
を
促
進
し
て

い
く
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
　
　
　『
ゴ
ミ
出
し
支
援
の
更
な
る
周
知
へ
』

竹
野
内
　
猛
（
金
沢
区
選
出
）

　
公
明
党
の
事
業
提
案
で
始
ま
っ
た
、

ゴ
ミ
の「
持
ち
出
し
収
集
」。

　
更
な
る
高
齢
化
の
進
展
を
見
据
え
、
周
知
方
法
の
充
実

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
循
環
資
源
局
長
は
、「〔
ふ
れ
あ
い
収
集
〕
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
の
約
8
割
が
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
る
た
め
「
粗
大
ご
み
の
持
ち
出
し
収
集
」
の
対
象
者

に
も
該
当
し
て
い
る
。こ
の
た
め
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
方
に
、
2
つ
の
ご
み
出
し
支
援
事
業
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
周
知
に
、
一

層
力
を
入
れ
て
い
く
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

『
水
陸
両
用
バ
ス
の
社
会
実
験
』

和
田
　
卓
生
（
旭
区
選
出
）

　
横
浜
港
の
新
た
な
観
光
と
し
て
、
日

本
丸

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

か
ら
進
水
し
、赤
レ
ン

ガ
倉
庫
周
辺
を
巡
る

水
陸
両
用
バ
ス
の
運

行
開
始
時
期
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

　
港
湾
局
長
は「
来
年

3
月
に
開
始
」と
答
弁

し
ま
し
た
。

こ
ど
も
青
少
年
局

都
市
整
備
局

資
源
循
環
局

港
湾
局

『
精
神
疾
患
の
方
の
救
急
医
療
体
制
の

充
実
を
推
進
』

　
安
西

英
俊
（
港
南
区
選
出
）

　
精
神
疾
患
を
合
併
す
る
身
体
救
急
の
医
療
体
制
の
充

実
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
医
療
局
長
は
、「
一
般
の
救
急
医
療
機
関
が
広
く
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　『
障
が
い
者
利
用
自
家
用
車
へ
の
燃
料
費

　
助
成
を
推
進
』

　
障
が
い
者
に
対
す
る
自
家
用
車
へ
の
燃
料
費
助
成
を

導
入
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

　
健
康
福
祉
局
長
は
、「
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

医
療
局
・
病
院
経
営
本
部

健
康
福
祉
局

　
　
　
　
　『
中
学
校
夜
間
学
級
の
対
象
者
拡
大
推
進
』

中
島

光
徳
（
戸
塚
区
選
出
）

　
義
務
教
育
修
了
者
の
夜
間
学
級
へ
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、「
来
年
度
に
向
け
て
、
準
備
を
し
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
　
　
『
国
際
会
議
で
の
本
市
技
術
P
R
の
強
化
に

向
け
て
の
国
際
局
の
役
割
』

　
国
際
会
議
等
で
本
市
各
局
の
技
術
P
R
に
向
け
て
の
国

際
局
の
支
援
拡
大
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
国
際
局
長
は
、「
各
局
の
発
信
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

国
際
局

イ
メ
ー
ジ
写
真

●市民相談●
　「
ご
み
屋
敷
」問
題
の
解
決
に
は
、
条
例
制
定
に
よ
る
積
極
的
な
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
平
成
27
年
9
月
4
日
に
林
市
長
に
対

し
て
「
安
心
の
住
環
境
の
整
備
促
進
に
関
す
る
要
望
書
」
を
緊
急
提
出

し
、
そ
の
後
の
本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問（
同
年
9
月
11
日
）等
で
こ

の
問
題
を
指
摘
し
ま
し
た
。

●政策提案●

林
市
長
か
ら
は
、
家
族
な
ど
の
調
査
や
敷
地
内
へ
の
立
入
り
が
困
難

で
あ
る
こ
と
や
、
様
々
な
事
情
に
寄
り
添
い
、
解
決
を
探
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
区
局
が
連
携
し
、
新
た
な
仕
組
み
を
条
例
化
も

含
め
検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
、
28
年
中
の
条
例
制
定
の
方
向

性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

●課題解決へ●
　
公
明
党
市
議
団
は
現
地
調
査
を
行
う
と

と
も
に
、
既
に
「
ご
み
屋
敷
対
策
に
関
す
る

条
例
」
を
制
定
・
運
用
し
て
い
る
東
京
都
足

立
区
や
京
都
市
、
大
阪
市
へ
の
視
察
と
聞
き

取
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

●調査・研究●

視察に参加した源波委員（右から２人目）

人に寄り添う姿勢で「ごみ屋敷問題」の解決へ人に寄り添う姿勢で「ごみ屋敷問題」の解決へ人に寄り添う姿勢で「ごみ屋敷問題」の解決へ
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様
々
な
要
因
に
よ
り
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
「
ご
み
屋

敷
」が
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
の
相
談
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
悪
臭
や
ね
ず
み
・
害
虫
の
発
生
と
い
っ
た
衛
生
面
だ

け
で
は
な
く
、防
災
・
防
犯
面
か
ら
の
懸
念
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
財
産
権
を
含
め
、
現
行
の
法
令
、
規
則
で
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
り
、

長
年
に
わ
た
っ
て
解
決
が
進
ま
な
い
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
明
党
市
議
団
は
10 
月
21 

日
、
平
成
28
年
度
予
算
編
成
に

対
す
る
要
望
書
を
林
文
子
市

長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
は
、
最
重
点
要
望
56

件
、
重
点
要
望
2
3
7
件
、
各

区
重
点
要
望
77
件
の
計

3
7
0
件
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
項
目
と
し
て
は
、〈
防
災
・

減
災
・
危
機
管
理
〉〈
行
財
政

運
営
〉〈
文
化
・
芸
術
〉〈
子
育

て
・
青
少
年
〉〈
教
育
〉〈
障
が

い
者
福
祉
〉〈
高
齢
者
福
祉
〉

〈
環
境
〉〈
都
市
基
盤
整
備
〉
に

分
類
し
、
市
政
全
般
に
わ
た
り

要
望
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
国
フ
エ
市
の
フ
エ
水
道
公
社
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
国
際
協
力
機
構
（
ジ
ャ
イ
カ
）
と

の
連
携
で
進
め
て
き
た
横
浜
市
水

道
局
の
技
術
協
力
や
ビ
ジ
ネ
ス
協

力
、
人
材
育
成
な
ど
の
実
態
と
効

果
、課
題
に
つ
い
て
、ま
た
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
、
ハ
ノ
イ
市
の
鉄
道
事
業
に

お
け
る
日
本
の
貢
献
の
実
態
や
ソ

フ
ト
分
野
に
お
け
る
本
市
交
通
局

の
貢
献
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。

平成２８年中の条例制定へ、大きく前進！！平成２８年中の条例制定へ、大きく前進！！

平成２８年度「横浜市予算要望書」を
林文子市長に提出
平成２８年度「横浜市予算要望書」を
林文子市長に提出
平成２８年度「横浜市予算要望書」を
林文子市長に提出

水道交通委員会で
ベトナムを視察
水道交通委員会で
ベトナムを視察
水道交通委員会で
ベトナムを視察

平
成
26
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
26
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
26
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

　
　
　

　
　
　『
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
に
お
け
る

人
材
育
成
推
進
』

行
田

朝
仁
（
青
葉
区
選
出
）

　
子
ど
も
達
の
た
め
に
、
新
た
な「
放
課

後
児
童
支
援
員
」制
度
を
活
か
し
た
さ
ら
な
る
運
営
人
材

の
育
成
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
青
少
年
局
長
は
、「
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
な

ど
の
職
員
の「
質
の
向
上
」の
た
め
、
今
後
と
も
、
人
材
の

育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

『
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
の
学
齢
児
支
援
推
進
』

　
小
学
校
入
学
後
に
個
別
的
な
支
援
が
必
要
と
な
っ
た

学
齢
児
童
に
対
し
て
も
、よ
り
丁
寧
な
支
援
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
青
少
年
局
長
は
、「
お
子
様
と
ご
家
族
に
寄
り

添
い
、
障
が
い
特
性
を
踏
ま
え
た
き
め
細
や
か
な
支
援

を
し
て
い
く
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
『
駅
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備
を
』

　
尾
崎
　
太
（
鶴
見
区
選
出
）

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
も
含
め
、

誰
も
が
安

心
し
て
駅
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム

ド
ア
の
整
備
を
促
進
す
べ

き
と
訴
え
ま
し
た
。

　
都
市
整
備
局
長
は
「
予
算

を
確
保
し
、
横
浜
市
内
鉄
道

駅
へ
の
設
置
を
促
進
し
て

い
く
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
　
　
　『
ゴ
ミ
出
し
支
援
の
更
な
る
周
知
へ
』

竹
野
内
　
猛
（
金
沢
区
選
出
）

　
公
明
党
の
事
業
提
案
で
始
ま
っ
た
、

ゴ
ミ
の「
持
ち
出
し
収
集
」。

　
更
な
る
高
齢
化
の
進
展
を
見
据
え
、
周
知
方
法
の
充
実

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
循
環
資
源
局
長
は
、「〔
ふ
れ
あ
い
収
集
〕
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
の
約
8
割
が
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
る
た
め
「
粗
大
ご
み
の
持
ち
出
し
収
集
」
の
対
象
者

に
も
該
当
し
て
い
る
。こ
の
た
め
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
方
に
、
2
つ
の
ご
み
出
し
支
援
事
業
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
周
知
に
、
一

層
力
を
入
れ
て
い
く
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

『
水
陸
両
用
バ
ス
の
社
会
実
験
』

和
田
　
卓
生
（
旭
区
選
出
）

　
横
浜
港
の
新
た
な
観
光
と
し
て
、
日

本
丸

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

か
ら
進
水
し
、赤
レ
ン

ガ
倉
庫
周
辺
を
巡
る

水
陸
両
用
バ
ス
の
運

行
開
始
時
期
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

　
港
湾
局
長
は「
来
年

3
月
に
開
始
」と
答
弁

し
ま
し
た
。

こ
ど
も
青
少
年
局

都
市
整
備
局

資
源
循
環
局

港
湾
局

『
精
神
疾
患
の
方
の
救
急
医
療
体
制
の

充
実
を
推
進
』

　
安
西

英
俊
（
港
南
区
選
出
）

　
精
神
疾
患
を
合
併
す
る
身
体
救
急
の
医
療
体
制
の
充

実
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
医
療
局
長
は
、「
一
般
の
救
急
医
療
機
関
が
広
く
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　『
障
が
い
者
利
用
自
家
用
車
へ
の
燃
料
費

　
助
成
を
推
進
』

　
障
が
い
者
に
対
す
る
自
家
用
車
へ
の
燃
料
費
助
成
を

導
入
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

　
健
康
福
祉
局
長
は
、「
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

医
療
局
・
病
院
経
営
本
部

健
康
福
祉
局

　
　
　
　
　『
中
学
校
夜
間
学
級
の
対
象
者
拡
大
推
進
』

中
島

光
徳
（
戸
塚
区
選
出
）

　
義
務
教
育
修
了
者
の
夜
間
学
級
へ
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、「
来
年
度
に
向
け
て
、
準
備
を
し
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
　
　
『
国
際
会
議
で
の
本
市
技
術
P
R
の
強
化
に

向
け
て
の
国
際
局
の
役
割
』

　
国
際
会
議
等
で
本
市
各
局
の
技
術
P
R
に
向
け
て
の
国

際
局
の
支
援
拡
大
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
国
際
局
長
は
、「
各
局
の
発
信
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

国
際
局

イ
メ
ー
ジ
写
真

●市民相談●
　「
ご
み
屋
敷
」問
題
の
解
決
に
は
、
条
例
制
定
に
よ
る
積
極
的
な
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
平
成
27
年
9
月
4
日
に
林
市
長
に
対

し
て
「
安
心
の
住
環
境
の
整
備
促
進
に
関
す
る
要
望
書
」
を
緊
急
提
出

し
、
そ
の
後
の
本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問（
同
年
9
月
11
日
）等
で
こ

の
問
題
を
指
摘
し
ま
し
た
。

●政策提案●

林
市
長
か
ら
は
、
家
族
な
ど
の
調
査
や
敷
地
内
へ
の
立
入
り
が
困
難

で
あ
る
こ
と
や
、
様
々
な
事
情
に
寄
り
添
い
、
解
決
を
探
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
区
局
が
連
携
し
、
新
た
な
仕
組
み
を
条
例
化
も

含
め
検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
、
28
年
中
の
条
例
制
定
の
方
向

性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

●課題解決へ●
　
公
明
党
市
議
団
は
現
地
調
査
を
行
う
と

と
も
に
、
既
に
「
ご
み
屋
敷
対
策
に
関
す
る

条
例
」
を
制
定
・
運
用
し
て
い
る
東
京
都
足

立
区
や
京
都
市
、
大
阪
市
へ
の
視
察
と
聞
き

取
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

●調査・研究●

視察に参加した源波委員（右から２人目）

人に寄り添う姿勢で「ごみ屋敷問題」の解決へ人に寄り添う姿勢で「ごみ屋敷問題」の解決へ人に寄り添う姿勢で「ごみ屋敷問題」の解決へ



　
五
政
令
指
定
都
市
（
横
浜
、
名
古

屋
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
）に
よ
る「
五

大
市
政
策
研
究
会
」
が
横
浜
市
内
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
国
で
公
明
党
が
リ
ー
ド
し

て
法
制
化
さ
れ
た
「
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
の
取
り
組
み
」、
ま
た
「
大
都
市

制
度
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
研
究

テ
ー
マ
と
し
、
各
都
市
の
実
例
報
告
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
究
会
を
経
て
、放
課
後
児

童
対
策
に
お
け
る
低
所
得
世
帯
、
多
子

世
帯
等
へ
の
利
用
減
免
制
度
の
創
設

な
ど
を
国
へ
要
望
す
る
予
定
で
す
。

●時間／8：00～21：00（土・日・祝日を含む毎日）  ●Eメール／callcenter@city.yokohama.jp

Tel.045-664-2525 Fax.045-664-2828
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民衆の
声

ボイ
ス

　
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
は
市
民
を
守
る

防
災
減
災
対
策
の
推
進
に
全
力
を
注
い
で
参

り
ま
し
た
。い
ざ
と
い
う
時
に
も
利
用
で
き

る
道
路
の
整
備
、
路
面
下
空
洞
調
査
、
防
災
拠

点
や
防
災
備
蓄
庫
の
整
備
、
市
立
小
学
校
の

子
ど
も
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
配
備
な
ど
市
民
目

線
で
具
体
的
な
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
議
員
団
と
し
て
横
浜
市
下
水

道
建
設
事
務
所
を
訪
問
し
、
内
水
は
ん
濫
を

含
む
「
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
活
用
状
況

を
確
認
し
、
そ
の
後
、
星
川
雨
水
調
整
池
の
整

備
状
況
を
視
察
。

　
集
中
豪
雨
で
下
水
道
や
水
路
な
ど
が
あ
ふ

れ
る
「
内
水
は
ん
濫
」
に
よ
る
浸
水
区
域
な
ど

を
示
す
「
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
作
成

は
、平
成
22
年
に
公
明
党
市
議
団
が
提
案
し
た

も
の
で
す
。50
㎝
以
上
の
浸
水
が
予
測
さ
れ
る

地
域
に
配
布
さ
れ
、そ
の
他
の
地
域
は
区
役
所

等
で
希
望
者
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
災
害
に
強
い
、
安
全
・
安
心

の
街
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

第
23
回
五
大
市

政
策
研
究
会
の
開
催

第
23
回
五
大
市

政
策
研
究
会
の
開
催

横
浜
の
防
災
減
災

対
策
推
進
！

横
浜
の
防
災
減
災

対
策
推
進
！

　
公
明
党
市
議
団
が
提
案
し
た
ス
ク
ー
ル
ラ
ン

チ
方
式
と
一
致
す
る
、
仮
称
「
横
浜
型
配
達
弁

当
」の
準
備
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
教
育
長
は「
学
校
へ
届
い
た
弁
当
を
、
昼
食
時

間
ま
で
一
時
的
に
保
管
す
る
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
は
、
今
年
度
中
に

全
校
で
完
了
し
、
ま
た
、
名
称
は
、
生
徒
か
ら
募
集
し
、
年
内
に
は

決
定
予
定
な
ど
、
28
年
度
中
の
全
校
実
施
に
向
け
、
実
施
体
制
、
安

全
性
の
確
保
を
着
実
に
進
め
て
い
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
子
育
て
中
に
親
の
介
護
に
も
直
面
す
る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
と
い
う
課

題
に
対
す
る
対
応
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
林
市
長
は「
今
後
増
加
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、
深
刻
な
課
題
で

あ
る
と
捉
え
、
研
究
会
を
中
心
に
積
極
的
か
つ
包
括
的
な
対
応
策

を
検
討
す
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

平成27年第3回定例会の論戦から平成27年第3回定例会の論戦から平成27年第3回定例会の論戦から
市
立
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
方
式
の
昼
食

平
成
28
年
度
中
の
全
校
実
施
を
着
実
に
推
進！

望
月

康
弘
（
港
北
区
選
出
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
市

民
の
利
便
性
向
上
が
期
待
さ
れ
る
が
、
個
人
情

報
の
保
護
に
配
慮
し
た
安
全
安
心
な
仕
組
み
を

ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
市
長
に
質
問

し
ま
し
た
。

　
林
市
長
は「
個
人
情
報
を
各
行
政
機
関
が
分
散
し
て
管
理
し
、
連

鎖
的
な
情
報
漏
え
い
を
防
止
す
る
こ
と
や
特
定
個
人
情
報
を
取
り

扱
う
職
員
を
限
定
す
る
こ
と
な
ど
、
し
っ
か
り
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
を
進
め
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

議
案
関
連
質
疑

一
般
質
問

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
包
括
的
な
対
応
策
の
推
進
を
提
案
！

安
西

英
俊
（
港
南
区
選
出
）

　
講
習
会
は
、
広
報
よ
こ
は
ま
等
で
周
知
し
区
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
も
の
の
ほ
か
に
、

各
区
の
食
品
衛
生
協
会
が
、毎
年
、講
習
会
の
未
受

講
者
に
受
講
案
内
を
郵
送
し
、
講
習
会
を
実
施
し

て
い
る
が
受
講
状
況
が
約
5
割
で
あ
る
現

況
を
踏
ま
え
、
講
習
会
の
受
講
を
促
進
す
る

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

　
健
康
福
祉
局
長
は
「
今
後
は
、
さ
ら
に
実

務
に
活
か
せ
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
内
容
と
す

る
こ
と
、
受
講
者
の
業
態
に
合
わ
せ
た
時
間

帯
で
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
受
講

し
や
す
い
講
習
会
と
す
る
こ
と
で
、
受
講
促

進
に
取
り
組
む
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
災
害
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め
に
、
行
政
か
ら
の

情
報
発
信
の
拡
充
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
林
市
長
は
、「
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
た
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

は
、
河
川
周
辺
の
広
範
な
地
域
に
、
迅
速
に
情
報
を
伝
え
る
必
要
が

あ
る
洪
水
へ
の
対
策
と
し
て
、
大
変
有
効
で
あ
り
、
河
川
周
辺
に
お

け
る
過
去
の
浸
水
履
歴
や
想
定
さ
れ
る
浸
水
の
深
さ
な
ど
を
も
と

に
、
整
備
す
る
地
域
及
び
優
先
順
位
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を
年

内
に
と
り
ま
と
め
る

予
定
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。

　
安
全
・
安
心
の
取

り
組
み
を
し
っ
か
り

と
進
め
て
参
り
ま
す
。

食
品
衛
生
責
任
者
講
習
会
の
受
講
促
進
に
向
け
て

平
成
26
年
度
決
算
総
合
審
査

防
災
行
政
無
線
の
活
用
に
つ
い
て

斉
藤

伸
一（
保
土
ケ
谷
区
選
出
）

防災行政無線を利用
した屋外スピーカー

整備中の星川雨水調整池（保土ケ谷区）を視察

第 23 回五大市政策研究会の様子

講習会の様子

ハザードマップ
活用法

ハザード
マップ

ハザードマップ
活用法

ハザード
マップ




